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国
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大
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一 

昭
和
六
十
三
年
五
月
三
十
一
日
受
領 

答

弁

第

三

一

号 
    

衆
議
院
議
員
辻
第
一
君
提
出
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
拡
充
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す 

る
。 

内
閣
衆
質
一
一
二
第
三
一
号 

昭
和
六
十
三
年
五
月
三
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
辻
第
一
君
提
出
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
拡
充
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
施
設
の
中
で
も
特
に
重
点
的
に
整
備
を
行
つ
て 

 

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
地
域
的
な
適
正
配
置
、
入
所
待
機
者
の
状
況
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
着 

 

実
に
整
備
を
行
つ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の
国
庫
助
成
を 

 

行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
所
要
額
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

二
の
①
に
つ
い
て 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
痴
呆
性
老
人
介
護
加
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
の
緩
和
を
行
う
必
要
は
な
い
も 

 

の
と
考
え
て
い
る
。 



三
に
つ
い
て 

二
の
②
及
び
③
に
つ
い
て 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
上
又
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
、 

 

か
つ
、
居
宅
に
お
い
て
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
六
十
五
歳
以
上
の
者
を
入
所
さ
せ
、
養
護
す
る
こ
と
を 

 

目
的
と
す
る
施
設
で
あ
り
、
低
肺
機
能
と
い
う
特
定
の
障
害
に
つ
い
て
の
み
入
所
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
は
考 

 

え
て
い
な
い
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
配
置
及
び
措
置
費
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
適
正
な
職
員
体
制
の 

 

確
保
及
び
入
所
者
処
遇
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
そ
の
充
実
を
図
つ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四 

 




